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発達障害者の対人葛藤場面における
対人交渉方略に関する研究









































































































(40.0%)､｢他者重視型方略｣は 目名 (44.0%)､｢じゃんけん｣は3名 (12.0%)､｢相互 ･
互恵的方略｣は 1名 (4.0%)であった｡人数の偏 りについて検討するために､∬2検討を
実施した｡その結果､有意であった(x2(3)=11.96,p<.Ol)｡ライアン法による多重比較の結果､

















相互 ･互恵的方略 0 1
主な理由 お互いに話しあって決めるのがいいから
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